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1.はじめに 

本論文は,小泉研究室が作成した原爆投下直前の数

値地図１）を基に,原爆投下直後の広島市市街地の被害

の情報をGIS を用いて一元的に管理・利用する事やデ

ジタルアーカイブとしての構築をすることを目的とす

る. 

2.データの構築 

GIS 解析ソフトは東京カートグラフィック株式会社

の地図太郎GIS入門編（以下、地図太郎と表記）を採

用した.地図太郎は低価格であり、またExcelデータを

地図と関連づけて表示できる.画像データの貼り付け

もでき,本研究に適していると考え,使用を決定した.

本論文は,小泉らが作成した原爆被害のGIS 化２）に,さ

らに被害情報を加え,資料の充実を図った. 

(1)書籍 合衆国戦略爆撃弾物的調査部「広島に対する

原子爆弾の効果」３）のGIS化 

本論文では,小泉らにより GIS 化された書籍「広島

原爆戦災誌」２）、書籍「ヒロシマの被爆建造物は語る」
４）の情報をより見やすくするために,Photoshopを用い

て画像を明瞭に加工した.また,合衆国戦略爆撃調査団

物的調査部による「広島に対する原子爆弾の効果につ

いて」３）の建造物データの情報を加えた（図1参照）. 

 
図 1. 書籍 合衆国戦略爆撃団物的調査部「広島に対す

る原子爆弾の効果」の GIS 化 

(2)航空写真のGIS 化 

本論文は, 小泉らが作成した被爆直前の航空写真の

GIS 化２）に加えて、原爆投下直後の航空写真と小泉研

究室が作成した被害分布数値地図１）の重ね合わせを行

った. 図2に示すレイヤーは,小泉研究室が所有する原

爆投下直後の航空写真と被害分布数値地図１）の重ね合

わせを行ったものである. 

 

図2.被爆直後の航空写真GIS化(爆心地付近の様子) 

 

(3)書籍「広島新史」５）のGIS 化 

 本論文は,書籍「広島新史」の地形分類図や土地利用

図をGIS 化し、被害分布数値地図と重ね合わせを行っ

た（図 3 参照）.これにより,「原爆当時の広島の様子

を被害と構造物の構造、位置、地勢等との関係の分析

について、容易に行えるようになった. 

 

図 3．地形分類図と被害分布数値地図の重ね合わせ 
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3.データの分析 

(1)爆心地からの距離と建造物被害の関係について 

本論文で作成した数値地図の建造物データを用いて,

爆心地からの距離別に建造物数を算出した. 

また, 小泉らが作成した 全壊・半壊・一部被害・被害

なし・判読不可の被害分布数値地図 4）を,被害と建造物の

構造についての関係性を探るために,被爆前の木造家

屋・堅牢構造物の建造物データと５種類の被害建造物デ

ータを結合させ,５種類の被害ごとに木造家屋・堅牢構造

物の種類分けを行った.また,参考文献４)に示す書籍の

建造物データとの比較を行い,比較のデータから,爆心地

からの距離と建造物被害についての傾向を見出し,考察

した. 

 
図4. 爆心地からの距離と建物数(本研究数値地図：0.5

ｋｍ毎) 

 
図5.爆心地からの距離と被害分布(本研究数値地図：0.5

ｋｍ毎) 

 

図 6.被害分布構成比の比較 

図 4 は,爆心地からの距離と建物数,図 5 は爆心地から

の距離と被害分布である.当時の広島市の建造物の大半

は,爆風の被害を受けやすい木造家屋であり,爆心地に近

いほど全壊した建造物の割合は高く,爆心地から遠いほ

ど被害の少ない建造物の割合が高くなっている.また,図

6は,被害分布構成比(被害分布構成比(%)＝爆心地からの

距離別建造物総数(全壊＋半壊＋一部被害)/全建造物数

＊100)を参考文献６)と比較をしたものである.これによ

ると, 爆心地からの距離別でデータに開きはあるものの,

広島市の調査と本研究のデータは近似傾向となった.広

島市の調査は,戦後の混乱の中で行われたもの 7）で,調査

方法に一貫性がなかった事から本研究で作成した数値を

真値とすることができると考えられる.爆心地から離れ

るほどに被害の比率が下がることから,原爆の被害は同

心円を描くように広がっていったのではないかと考えら

れる. 

(2)地勢と建造物被害の関係について 

地形の影響を色濃く受けたと考えられているのが、比

冶山を有する段原地区である.同地区は,爆心点から可視;

領域に位置していたものの, 図 7 に示すように被害が極

端に少なかった.それは,図７に示す比治山に向かう爆風

を比治山に沿う爆風が押し上げるような形で吹いたため

ではないかと考えられる. 

 

図7.比治山周辺の被害分布図 

4.まとめ 

本論文は,羽石らが作成した広島原爆投下直前の数値地

図 1）を基に,原爆資料をGIS化して,情報の充実を図った.

また,構築したGISを用いて建造物被害の分析を行ったこ

とで,広島原爆をもたらした被害を明確な数値やデータ

を目に見える形で示すことができるようになった. 
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